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本紙は女性巴よる平和と平等を推進します
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噌
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反
と
な
る
。
乙
れ
は
、
さ
ん
ヌ
九
考
え
一
奈
川
県
婦
人
少
年
宰
裏
)
は
「
乙
れ
は

た
す
え
、
，
会
員
制
u
を
と
る
乙
と
に
一
私
個
入
の
理
穂
実
現
出
来
る
か
ど
う

な

っ

た

。

一

か

全

く

わ

か

ろ

な

い

が

:

:

・

」

-
Y
U
則
置

こ
草
男
の
末
、
よ
う
や
く
誕
生
し
た
ホ
一
き
し
て
「
女
は
一
ぺ
ん
喜
持
札
入
れ
ば

d
l
ム
・
ヘ
ル
プ
協
会
だ
が
、
ま
だ
あ
ま
一
ま
と
も
な
磯
場
に
つ
け
な
い
。
や
む
な

喝
り
宣

eてい
な
い
の
に
、
四
月
十
七
一
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
、
い
く
ら
建

材
日
の
事
務
所
開
き
の
時
ま
で
に
芸
員
一
が
あ
っ
て
も
、
金
銭
的
評
価
が
な
い
と

砧
は
ニ
十
八
人
も
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
一
つ
づ
か
な
い
。
箆
れ
切
っ
て
三
年
く
ら

m

d
白
か
ら
で
も
来
て
ほ
し
い
μ

と
い
一
い
で
や
め
て
ワ
¥
ケ
l
ス
が
多
い
。
女

ア
う
切
組
レ
た
人
も
何
人
か
い
る
。
協
力
一
は
磁
場
で
も
福
祉
U
も
使
い
鐘
な

わ
宣
言
人
ば
か
り
申
し
出
が
あ
ニ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
葬
な
金
銭
的
語

、

ノ

た

。

一

が

あ

れ

ば

|

|

。一

つ
の
務
策
を
終
わ

が

保

利

用

者

の

理

解

も

一

品

詰

需

の

あ

る

人

が

芸

霊

'

一

の

専

門

職

に

な

る

、

そ

ん

な

こ

と

が

出

歯
康
志
が
、
「
突
は
こ
れ
か
ら
が
大
変
|
|O」
一
来
れ
ば
・
:
・
」
と
い
う
。

同
氏
と
聞
事
務
室
は
い
う
。
男
会
員
一
が
、
現
実
の
干
ム
・
ヘ
ル
プ
雲

幽
閣
制
は
、
家
庭
の
主
婦
で
あ
る
。
毎
日
、
と
一
は
、
事
務
員
以
外
、
健
闘
は
全
部
無
鰻

λ
f
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
出
由
来
一
酬
、
手
室
。
会
員
室
賓
と
帯
金
、

庶
る
習
を
聞
き
、
芸
員
の
家
に
な
る
一

N
H
Kの
年
寄
け
合
い
運
動
芯
ど
か

の
べ
く
近
い
人
で
、
何
人
か
を
組
み
あ
わ
一
句
、
若
手
の
補
助
金
を
も
ら
い
、

J
」

わ
せ
て
シ
フ
ト
を
ひ
く
。
一
人
の
墓
貢
一
と
し

一
匹
は
何
と
か
も
っ
。
来
年
以

L

に
対
し
、
協
力
会
員
は
少
く
と
も
一二
倍
一
降
は
見
通
し
が
つ
か
な
い
:
・
-
d

。
と

ぺ
は
い
る
。
「
そ
う
い
う
ふ
つ
に
し
て
も
、
一
い
い
な
が
ら
、
老
齢
化
埜
定
正
面
か

独

り

管

印

歳

以

上

下

、

E、
心

身

障

書

毒

つ

家

一

会

員

と

な

る

。

そ

し

て

実

写

l

一

乙

の

コ

ン

パ

ニ

オ

ン

に

県

が

一

旦

二

千

-

し

サ

ー

ビ

ス

出

来

5
2
3一
2
り
く
ん
で
、
需
の
突
た
ち

一

時

こ

う

し

た

人

で

、

サ

ー

ビ

ス

委

主

ス

を

受

け

る

と

基

号

、

協

議

一

九

十

円

ほ

ど

払

っ

て

い

る

が

、

そ

の

程

一

筆

者

フ

ン

ア

ィ

ア

活

動

を

し

て

痛

な

い

か

と

心

配

:

:

。
」
暴
君
主
は
情
勢
}
燃
や
し
て
い
る
。

困
る
老
人
を
対
象
に

一
け
た
い
人
は
、
入
会
金
一
高
、
会
費
一
自
で
男
会
員
長
い

Z号
。
一
時
つ
宮
、
中
豪
著
書
、
ゎ
一
手
る
の
時
ど
ん
な
に
襲
が
あ
っ
一
た
だ
撃
だ
け
で
は
困
る
、
重
ん
と
一
専
門
事
あ
る
べ
き
ぺ
と
い
う
考
え
一
皇
み
が
あ
っ
た
、
ハ
イ
ど
う
ぞ
一
語
へ
の
間
合
わ
せ
は

02-

乙
宏
耳
が
対
象
に
す
る
の
は
、
神
奈
一
月
五
百
円
を
払
っ
て
正
会
員
と
な
る
。
一
容
段
、
県
が
鐸
型
宅
介
穫
の
な
い
一
ず
か
な
資
産
が
あ
っ
た
り
、
家
捧
九
か
一
て
も
そ
れ
だ
り
で
は
続
か
な
い
乙
と
一
家
事
震
の
職
業
目
撃
}
受
け
た
人
と
一
か
ら
だ
。
一
と
℃
つ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
ず
状
一
2
o
l
-
-
4
6
9)

川
県
内
の
六
十
歳
以
上
の
、
日
常
隼
竺

一方
、
介
駿
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人
一
老
人
に
無
料
で
介
態
人
を
派
遣
会

T
一
な
り
収
入
が
あ
る
た
め
、
所
得
制
号
」
一
だ
。
「
月
一
回
老
へ
h
l
ム
こ
行
っ
て
一
い
う
と
と
に
な
っ
て
る
。
神
奈
川
県
一
一
況
調
べ
を
し
、
協
会
の
し
く
み
や

4
一
|
|
|
l
i
l
i
-
-
-ー

に
高
の
あ
る

一
人
習
し
の
老
人
一
は
、
月
三
百
万
客
室
っ
て
帥
男
一
ム
・
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
制
度
)
し
て
お
り
、
一
ひ
っ
か
か
義
市
を
と
た
駐
・
く
ら
い
の
こ
と
な
ら
い
川
。
色
言
語
一
ニ
十
五
年
M
A語
講

の

一

申

込

み

早

々

か
ら

一

え

N

空

く

菌

し

、

妥

い

護

婦

ぐ

J
3食
い
し
ん
ぼ

t
i
l
l
i
l
l

i
t

-

-

i

自
宅

T。
ま
た
、
警
は
あ
一
訓
練
(
研
修
ニ
カ
月
)
を
や
っ
て
お
り
、
一
と
室
哲
一
年
前
に
宮
が
り
な
一
で
は
な
い
u
と
い
う
と
と
を
理
解
し
て
ニ
塁
、
-
つ
だ
か
ら
、
時
哲
夫

a圃圃
圃
圃
明

了
離
霧
l
i
t
t
i闘
ポ
齢
期
以
っ
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
君
家
庭
環
一
現
在
ま
で
に
約
二
丈
の
訓
練
終
了
者
一
が
ら
股
立
に
景
切
れ
な
か
っ
た
の
一
も
ら
を
け
れ
ば
な
ら
な
い

0
5一
一

ヨ

ー

去

最

E

h--間

一

守

恥

醐

関

u
t
h
頭
慢
す
か
わ
り
、
ぎ
し
て
も
い
く
ら
か
一
が
お
り
、
と
の
皇
、
何
ち
か
露
呈
は
、
雄
も
が
え
芸
を
票
な
が
ら
一
事
は
協
会
の
貨
が
手
分
け
し

5
一
一
ヨ
一
く

oi
:

脳
腸
組
園
田

F
一
v

A

雪

明

暗

伺
1
w
J

A

W

b
一
一
塁
の
金
を
か
せ
が
な
く

Eな
ら
な
い

一議
レ
て
い
な
い
人
が
い
る
。
長

一あ
ま
り
に
も
む
ず
か
し
い
問
題
が
あ
り
一
と
い
品
、
室
、
ほ
か
に
も
豊
二
人
一
物
、
そ
し
て
酒
よ
く

aa明
脇

掴

園

田

隈

湾

側

一

齢

，

V
V
〆

¥

/

V
R
d
と
い
つ
を
と
で
や
め
て
行
く
喜

一た
ち
中
心
に
男
会
員
を
つ
の
え

一す
ぎ
た
か
ら
。
第
一
は
裏
面
で
成
り
一
も
っ
て
い
る
人
た
ち
だ
。
当
分
自
の
ま
二
愚
一
言
あ
と
患
っ
襲
ん
で

J
回
腸
臨
薗
聞
寵
即

f
;r一p
m
u
h
F
F挙
民

多

い

」

。

こ

tた
こ
と
て
永
つ
づ
一
も
し
、
制
撃
受
け
て
な
い
人
事
フ
一
立
っ
き
っ
か
、
と
い
う
と
と
。
第
三
わ
る
さ
つ
な
仁
し
さ
に
な
ろ
う
。
三
は
巳
も
あ
る
。
占
片
す
が
に
舞

阪
幽
臨

a曙謡
町

噂

噌

噛

却

益

、

J
た

七

潔

き

し

、

介

護

己

主

も

気

が

を

く

一

ン

テ

ィ

ア

を

望

書

、

ま

ず

、

研

修

す

望

号

室

o
i一
福

祉

の

専

門

警

一

大

国

o
お
金
さ
え
あ
れ
慢

ゑ
湖
幽
周
回
F
誼
4

寸
i
必
義
一

J
A戸会
答

来

る

有

望

フ

ン

テ

ィ

石

量

i度主一Z菅を妻害受害けてもきら
E2い写う
。
乙

a
れ
程
は
、
一

EE
意
事

z
で
芸
あ
号
つ
て
芸
句
;
労
努2力Eの字
t?
ア

z5
レ

zンジ
話
亘
は
丘
一
一
古
百
ロ
巨
に
入
ち
是
な

5い=もの
zは接なR2
い
を
と
点
い
つ
ぞて

脇
箇
聾
置
圃
盟
パ

為
‘
賜
富
箇
厩
倒
曙
刻
箇
依

M

す
);vde
e
b
r
'
:イボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
会
員
だ
が
、
一
言
伝
い
で
な
く
、
警
れ
た
、
一
り
、
民
間
で
と
れ
を
や
る
と
厳
重
運
一
寝
室
収
集
重
量
、
前
神
一
外
国
料
理
の

5
2れ

畿襲。運営すべて女の撃で
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家
事
を
軽
費
で
お
手
伝
い

重富盛国語七盟

自
治
体
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
会
員
制
で

ひ
と
り
容
り
し
の
老
人
の
介
護
ゃ
、
老
人
を
相
え
図
っ
て
い
る
家
庭
の

家
容
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
軽
貨
で
お
手
伝
い
す
る
ー
ー
と
い
う
民

間
の
組
織
が
、
こ
の
ほ
ど
横
浜
市
に
誕
生
し
た
。
「
干
ム
ヘ
ル
プ
堕
冨
」

(
横
浜
市
中
区
厳
木
町
二
の
一一
、
深
沢
淑
子
会
長
)
と
い
う
。
と
う
し
た

組
織
を
作
ろ
う
と
思
い
つ
い
た
の
も
、
復
民
も
巡
積
も
、
婦
I

〈
ば
か
り
、

と
い
う
会
で
あ
る
。
自
治
体
の
家
庭
潜
什
民
の
サ
ー
ビ
ス
は
所
得
制
限
が

あ
り
、
わ
ず
か
な
資
産
で
も
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
民

間
の
家
政
嫡
を
頼
め
ば
、
一
日
七
千
円
1
一
万
円
の
出
資
で
、
ふ
つ
う
の

家
庭
な
A
￥
品
ず
お
手
あ
げ
。
結
局
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
老
人
が
不
自
由
な

生
活
房
続
け
た
り
、
今
ま
で
社
会
に
出
て
い
た
主
婦
が
や
む
な
く
輸
を
捨

て
た
り
、
介
帯
、
一
家
が
ク
タ
ク
タ
に
な
る
・
:
・
:
。
問
題
は
深
却
に
女

性
の
犠
牲
の
も
と
に
何
と
か
と
と
を
す
ま
せ
て
い
る
伊
も
多
く
、
老
人
問

題
は
女
性
問
題
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
鑓
景
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
片
づ
く

問
題
で
は
な
く
、
閣
や
自
治
体
の
福
特
の
充
実
を
待
っ
て
い
て
は
間
に
合

わ
な
い
:
・
・
・
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
知
関
係
の
活
動
を
し
て
い
る
婦
人
た
ち

が
集
ま
り
何
と
か
い
い
方
法
は
な
い
か
と
、
三
年
越
じ
に
考
え
た
結
果
、

乙
宏
事
結
成
と
な
っ
た
。
こ
の
租
の
制
度
と
し
て
は
東
京
都
の
有
料
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
制
度
、
震
蔵
野
市
の
有
料
福
枠
制
度
な
ど
、
自
治
体
で
行
っ

て
い
る
ケ
l
ス
は
あ
る
が
、
民
間
の
も
の
と
し
て
は
全
国
で
も
は
じ
め
て

で
あ
る
。

の
恩
恵
も
受
け
な
い
。
か
と
い
っ
て
家

政
婦
を
恵
え
る
ほ
ど
の
ゆ
と
り
は
な

い
。
一
番
苦
レ
ん
で
い
る
こ
の
層
に
何

と
か
力
に
な
り
た
い
、
と
協
会
は
い
う
。

と
う
し
た
窓
枠
事
業
に
全
く
の
無
償

を
要
求
す
る
人
も
多
い
が
、
協
会
の
寝

務
局
長
・
聞
本
書
代
子
さ
ん
(
ユ
1
・

ア
イ
協
会
横
浜
支
部
長
)
は
、
ユ
1
・

ア
イ
協
会
で
の
経
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
経
験
か
ら
、
「
老
人
の
介
綬
は
全
く

の
激
務
。
こ
ん
な
什
容
に
全
く
の
無
償

と
い
っ
た
き
れ
い
ご
と
で
は
長
つ
づ
き

し
な
い
」
と
い
っ
。

善
意
だ
り
で
は

無

一

文

か

ら

出

発

す

物
鱈
り
が
あ
る
|
|
明
治
時
代
、
精

幸

町

長

川
島
町
(
当
時
は
川
島
ち
で
屋
〆

趨

捲
け
で
も
数
千
坪
と
い
う
霊
が
波

川

港
し
た
。
憲
三
人
の
望
主
に
婚

し

家
を
追
わ
れ
る
。
長
男
は
士
八
歳
で
東

駅

京
・
兜
町
に
了
撃
公
に
出
さ
れ
た
。

怪
そ
し
て
三
十
年
。
無
一
文
か
ら
出
発
し

臨

た
少
年
は
先
但
伝
来
霊
堂
買
い
戻

慨
し
、
敷
地
三
千
坪
に
生
家
を
復
興
さ
せ

車
て
、
か
つ
て
心
に
決
め
た
と
お
り
量
制

関

を
迎
え
た
。
長
男
す
な
わ
ち
遠
山
氏
で

あ
る
。屋
敷
は
昭
和
八
年
か
ら
三
年
が
か
り

で
完
成
さ
せ
た
。
堅
一
万
五
平
人
が
動

読

者

の

皆

さ

ん

に

お

願

い

雲
料
の
値
上
げ
、
公
共
料
金
、
鰭
物
価
の
値
上
り
は
、
警
も
の
経

営
努
}
直
怒
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
は
郵
返
に
よ
る
直
接
購
持
制
を
と
っ

て
お
り
ま
主
」
め
、
未
然
り
方
が
あ

2
aす
と
、
非
常
に
苫
し
い
状
懲
に

な
り
ま
す
。
恐
縮
で

εざ
い
ま
す
が
、
未
納
の
方
は
な
る
べ
く
早
く
購
腕

科
を
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

E

眠
時
聞
東
京
1
7
2
qち

6
0
個
畑
作
鐙

込
協
和
響
初
台
支
堕
崖

1
6
b
R
R
d。

O 

。

毎日のこまごまtしたおカオ、の管理あり。家を建

てるとカミ子Eもが進学するといった際の資金計

画あり。家計といっても、小きなおカオ、の管理か

ら大きなおカオ、の必要まてじっにさまざま、しカも

複雑です。

私たちにお手伝いできることは、私たちにおまか

せくださ川

ためる、支払う、借りる、送る…ご相談をいただ

けは二私たちはそのつど、必要に応じたサービス

でお手伝いします。

私たちは、暮らしのなかで;もっと多目的にそして

気軽に銀行を活用していただきたいのですミ

@富士銀行
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叫
Z三
一冊
川
「
晃
尭
闘
な
ん
て
い
う
う
主
iιιもU
白じ
や
高
薗
を
費
略
そ
の
世
世
一
、
兜
用
化
に
成
一
デ
デ
ス
ク
l!!}以
以
桂
プ
ラ
イ
ダ
ル
.
キ
化
駐
も
一
べ
ん
に
で
き
る
。
そ
の

jh、
る
の
が
一
爵
塁
」
が
Z表JJJ
え
の
出
見
笠
占
間
。
し
レ3
たた
。
そ
の
問
に
、
家
且
に
ま
つ
わ
の
よ
う
な
しk
匂ぷ芦
ι

品
芦
品
芦
戸
長
=
突
苦
F
乙
乙
が
あ
る
奇
。
そ
の
極
、
0
L
と
し
主
+
ふ
勘
酌
さ
、
軸

」
而
な
い
ん
で
す
宮
司
両
親
ぽ
い
ろ
い
勾
患
に
ま
で
ヰ
上
げ
た
。
ャ
ピ
ネ
ク
ト
と
曲
名
!
ー
は
、
書
椅
子
、
引
出
し
、
ミ
シ
ン
の
出
し
人
妻
さ
ん
の
作
品
市
主
用
化
し
、
る
も
の
な
ら
伺
で
も
見
、
型
、
出
軸
桂
、
一
年
下
の
努
進
γ
の
た
揖
帖
師
、
出
産
の
た
め
退
崎
町
田

二
川
幸
夫
す
る
の
が
警
な
人
で
、
出
自
称
n
不
出
演
と
肯
い
な
宮
、
に
長
釘
中
て
女
仲
田
開
票
生
れ
な
ど
に
細
か
い
町
祭
壇
」
さ
れ
家
具
世
界
で
取
り
上
げ
ち
れ
た
の
参
し
た
。
日
用
費
化
粧
時
め
に
と
大
雲
市
崎
撲
の

p
x
求
書
に
上
が
っ
た
時
、
韓
国

而
世
が
る
と
向
慢
す
売
で
す
よ
」
以
前
皇
室
掛
か
字
棋
で
富
ん
だ
宜
住
専
用
の
軍
岳
で
あ
る
。
て
い
る
も

は
、
臨
し
主
醐
主
要
餅
で
は
な
装
道
具
な
ど
キ
ャ
ビ
ネ
ょ
に
入
で
ニ
筆
働
い
た
。
「
ど
ん
な
己
と
を
輔
ち
て
い
る
震
に
主
存

二
川
喜
千
翠
古
ん
、
五
十
司
岨
と
、
勝
手
に
聞
を
出
り
つ
け
て
重
た
ん
す
大
〈
輔
一む一
O
H
J
禽
さ

P
躍
も
主
主
持
話
ト
手
い
、
安
否
め
算
事
っ
た
か
り
そ
《
ど
な
も
の
は
白
老
、
寸
法
を
で
も
一
生
懸
憲
判
母
さ
ど
己
れ
き
を
き
ま
れ
、
憲
君
と
し
て
白

一冊
目
十
車
、
主
要
忠
人
臨
し
語
努
君
。
警
の
工
去
り

二
日
一

E
2需
主
・
四
さ
で
、
し
か
も
、
田
空
干
二
年
間
帯
ら
と
い
え
る
。
計
っ
て
書
い
た
。
が
霊
互
の
お
陪
定
自
ぐ
せ
閣
の
を
た
て
ら
れ
る
。
襲
、
阻

L
i|
金
主
悼
の
「
生
活
の
器
工
夫
里
震
は
、
両
親
宮
税
苦
た
も
の
と
富
男
夜
、
七
つ
議
院
が
た
き
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
震
の
製
作
所
を
号
、
あ
ろ
ゆ
「
突
の
、
し
か
も
宜
の
唱
え
た
だ
っ
た
。
閣
が
要
ょ
う
に
出
さ
な
か
っ
た
か

ヨ

而
に
ワ
1
ク
・
デ
ス
ク
(
什
宮
内
)
を
の
に
直
い
担
い
。
民
主
て
い
る

0
5
5、
ア
イ
ち
と
お
重
り
に
婁
り
な
い
で
も
量
雲
量
じ
で
、
作
品
伝
票
、
も
の
な
ん
て
l
l
」
と
の
つ
け
か
ち
「
自
の
伊
畢
っ
て
も
懇
話
色
、
長
講
で
宇
ん
だ
。
裂
の

目

而
出
品
(
ミ
ニ
チ
ュ
ア
〉
、
議
室
荒
ま
さ
ん
の
重
し
ち
ワ
ー
ク
・

ロ
ン
か
け
も
ミ
シ
、
J
か
思
留
も
三
宅
会
蔀
で
き
で
片
付
ロ
ロ
れ
一
容
人
に
聞
っ
て
も
雪
開
力
在
留
に
さ
を
か
っ
た
と
雪
。
両
勢
晶
唱
え
て
町
通
学
だ
っ
た
。
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昭和56年 4月 80日聞新
一
市
九
十
一
揖
!
、
哲
抵
の
一

2
3
5ぞい
奇
同
月
一
一大

自

宅

謀

、一

耐
北
区
の
絃
の
情
物
製
品
聞
か
れ
た
「
古
典
折
下
コ
砥
毘
」
の
作
費
住
孔
間
八
回
青
瓦
日
車
京
都
Z
区
九
千
代

.ノ

一一一
川
紙
人
形
包
芋
点
ρ
晃
弘
式
盟
ね
折
E
持
続
折
り
的
自
患
に
己
の
古
諮
耐
り
は
、
日
本
で
は
も
っ
受
け
つ
ぐ

ト

一
間
人
も
少
な
く
、
曲
面
草
原
の
圏
雲
、
。
自
主
瞬
か
な
一
砥
の
博
物
館
日
鉄
、
と
の
展
覧
会
の
己
と
を
寄
白
い

旬明

一
市
て
問
項
れ
る
人
も
多
く
、
会
輔
は
縄
目
に
ぎ
わ
っ
て
い
九

初の折り紙の個展iii

小西さやか

ほ
ん
の
り
甘
い
の
み
ご
こ
お
や
す
み
前
の
美
味
滋
養
。

菰
玉
ス
イ
l
ト
ワ
イ
ン
赤
・
白
〉

国

周
囲
に
も
'
い
主
壱
り
ま
し
た
。
ぉ

主
ヤ
ん
が
書
つ
け
を
桓
」
し
窓

聞
主
運
ば
れ
て
掛
か
に
さ
れ
、
ア

ル
コ
ー
ル
で
単
品
陣
中
を
ふ
か
れ
、
曙

が
輯
魯
札
な
る
の
が
闘
が
夢
¥
在
る

思
い
で
眺
め
て
い
た
日
本
の
方
m
Y
体

験
輔
ち
聞
い
て
い
ま
レ
た
。
ま
も
私
-

も
、
前
睡
状
態
甲
小
さ
な
息
す
の
身

十
月
、
イ
ン
デ
ア
ン

・サ
マ
ー
に
四
厨
厳
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
生
は
、
と
つ
け
加
え
で
開
っ
て
ゆ
か
れ
ま
し
体
か
色
、
パ
ロ
ャ
7
を
脱
が
す
朝
間

安
委
書
見
と
れ
て
い
る
と
、
朝
一
曹
長
惜
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
草
分
輔
の
ア
メ
リ
カ
で
は
揖
支
号
、
長
短
ペ
ニ
シ
リ
ン

間
も
な
く
、
ち
巴
ほ
ら
と
い
っ
た
且
た
。
は
眠
者
の
担
n軍
で
、
務
国
で
求
め
の
き
き
出
す
の
を
持
つ
り
み
で
し

問
に
は
ほ
ど
盟
い
壮
世
な
高
蝿
周
嗣
ネ
ル
ソ
ン
先
生
は
、
日
本
栢
で
、
ま
す
。
町
に
一
軒
は
必
ず
ニ
十
四
時
た
。

.

と
な
旦
事
。
獲
冥
め
つ
く
し
、
「
ク
チ
ヲ
ア
ケ
テ
」
と
か
、
鼎
も
草
間
選
の
奮
闘
が
あ
り
、
配
苦
し
以
来
、
ネ
ル
ソ
ン
先
生
に
拍
世
語

う
ず
高
く
つ
も
る
湛
期
臨
め
に
国
自
民
か
色
慣
民
に
換
賀
し
て
み
せ
、
「
極
ま
す
。
辺
耐
蹴
っ
て
、
斬
米
F
フ
イ
に
な
る
乙
と
に
な
的
重
し
「
」
。
先
生

直
わ
れ
号
2
D
、
十
一
月
に
入
る
と
、
紅
鼎
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
仰
天
す
る
パ
l
D
私
は
底
血
由
理
転
が
怖
く
、
は
、
子
併
町
民
持
垂
欄
む
天
才
で
し

も
う
冬
惑
が
努
事
や
っ
て
来
た
、
「
Z
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
お
か
五
漣
位
置
い
高
き
と
も
で
た
。
君
主
注
整
容
の
出
出

ぶ
か
し
た
。
げ
で
心
配
な
く
、
間
離
す
る
必
唖
も
さ
ず
、
配
温
を
努
ま
し
た
。
盟
醐
は
一
さ
い
し
ま
せ
ん
。
ふ
つ
う
白
血

そ
ん
な
在
、
思
て
が
高
熱
を
出
し
唯
一
=
=
=
=
三
三
一
一
一
喜
一
三
一
一
Z
E
-
-
三
E
z
-
-
邪
な
岳
、
ヴ
ィ
ル
一
に
き
く
離
は
な

ま
し
弓
議
場
中
で
す
。
さ
品
川

}

:

『

h

l

L

:

;

ぃ
、
と
な
か
申
か
む
暢
置
の
離
は

雪
E

号

事

2ヘ
ニ

あ

あ

水

風

呂

解

熱

法

く
号
、
大
体
、
互
ザ
ン
と
断

て

示

も

軍

旬

に

か

か

っ

て

い

な

か

刷

物

と

マ

ミ

!

ズ

ケ

ア

(

お

軍

兄

っ
た
の
干
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
予
川
ホ
|
ム

薬

・注

射

ま

お

さ

え

の
朝
出
巴
で
帽
す
き
に
と
い
わ
れ

ー

ド

7
9
1

l

間
注
射
一つ
に
せ
よ
、
ホ
l
ム

・ド

州

ま

す

。

予

防

注

射

は

、

子

世

の

注

意

ク
タ
ー
の
世
話
に
な
ち
ね
ば
空
白
な
川
-
E
E
z
--
5
2
=
=
=
z
z
E
E
E
-
-
5
2
Z
を
拙
に
そ
ら
年
お
い
て
、
あ
っ
と

いこ
μ
ほ
回
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
な
い
。
お
じ
、
肺
白
方
に
も
曹
③
も
う
呂
う
の
卑
ず
の
口
に
、
や
っ
と
い
う
聞
に
す
ま
也
、
置
い
章
、
の
注

新
し
い
中
活
に
日
々
泊
わ
れ
て
い
た
可
師
陣
山
が
あ
る
か
り
、
仙
盟
主
に
も
、
の
己
と
ペ
ニ
シ
リ
ン
と
ア
ス
戸
ロ
ン
酎
識
の
ス
ポ
イ
ト
を
ご
ほ
う
び
に
持

の
で
冶
携
を
に
、
日
本
の
一
的
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
警
せ
る
よ
を
府
ν入
れ
ま
し
た
が
、
い
っ
こ
ヨ
一
た
せ
事
。

子
棋
濯
が
よ
く
か
か
る
ネ
ル
ソ
ン
と
う
に
」
と
ペ
ニ
シ
リ
ン
と
ア
ス
ド
ワ
に
鼎
が
下
が
る
間
配
が
あ
り
ま
せ
宇
佐
へ
上
る
事
つ
に
な
る
と
、
小

い
う
先
律
宗
い
る
と
か
ね
て
聞
い
て
ン
の
担
方
晴
去
最
レ
で
、
困
っ
た
ご
ん
。
雪
」
へ
+
奇
聞
宅
拍
置
の
鼎
却
科
医
と
腐
科
屡
山
静
断
罪
畢
d

枝

い
た
町
で
、
電
信
し
て
み
ま
し
た
。
と
が
あ
っ
た
色
曙
帽
を
し
葺
c
ぃ
、
と
問
い
た
だ
け
で
、
「
伺
を
ポ
布
ポ
へ
傑
出
す
る
碑
輔
が
あ
り
、
劇
科
医

ヤ
し
て
い
た
/
」
と
一
時
に
カ
l
v
に
も
年
に
二
回
は
銅
り
暁
惨
と
、
拍

三
と
鼠
に
血
が
よ
っ
た
隼
手
。
ま
掃
除
の
た
め
か
か
る
ま
J

揺
り
ま

九
、
必

寂
た
、
走
ソ
ン
先
生
に
、
解
努
注
す
。
掴
一
審
も
、
予
算
狂
苦
手

時
タ
岨
宅
も
、
品
管
高
掘
し
で
み
一
上
手
に
饗
ノ
省
人
で
レ
セ
ア
メ
リ

暴
A
L
E
手
町
「
ベ
一
一
シ
リ
、
/
主
力
で
は
臨
口
た
咽
を
、
配
容
に
置

明
子
一
戸
山
府
高
す
ま
で
時
聞
が
Z
E
る
o

い
て
曙
思
議
っ
て
い
る
聞
に
N

聞

か

τγ
ゐ
剛
警
予
げ
ち
れ
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
量
抑
が
酬
と
蓄
が
え
に
コ
イ

ァ，
e
M
と
を
ス
ポ
ン
一
ン
に
含
ま
せ
て
標
を
ふ
ン
を
開
い
て
い
く
と
い
う
と
と
に
な

司、

i

山
ち

一ヂ

V
Z
の
た
く
か
、
体
嗣
よ
り
窓
自
の
お
量
っ
て
い
ま
す
。
手
ど
も
た
ち
は
努

有
…

JN
き
に
援
を
つ
り
て
、
伊
は
ず
つ
喜
抱
け
た
主
著
戸
慌
て
嗣
を
と

J
~
J
V
落
と

-
F
、
で
字
さ
し
て
担
躍
を
F
げ
な
さ
い
」
と
い
き
め
か
せ
て
事
由
に
つ
く
の
で
し

マ
盛
田
う
指
示
で
し
』
ハ
ー
た
。

‘
こ
の
騨
鼎
置
は
、
起
し
に
は
阿
世

か
聞
か
さ
れ
、
ス
ポ
ッ
ク
博
士
の
育

あ
め
s
m
wv

~
明一
J

育
舎
、日
記 ⑤ 

ふ
く
よ
か
な
相
房
吊
出
し
あ
で
や
か
だ
。

花
舵
軒
り
は
、
助
成
同
学
的
な
表
』
C
を

見
什
畠
。
佐
A
出
さ
ん
は
、
内
山
医
が

妄
¥
な
る
ま
で
、
四
年
間
指
導
寺
つ
け

た
。
単
ム
曹
の
宍
レ
さ
に
魅
せ
色
れ
、

手
す
き
削
抵
の
晴
人
を
肪
拍
た
り
、
眠

白
帥
駒
面
を
崩
れ
た
り
、
相
軒
の
こ
と

も
研
択
U

た。

闘
相
細
り
は
担
悼
で
む
ず
か
し
い

が
、
直
撃
で
は
べ
阻
雑
な
手
順
白
い

く
つ
か
を
展
示
レ
で
い
る
。
世
抗
聞
苫

佐
丸
閉
さ
ん
は
明
泊
二
十
三
年
宰
友
一
作
家
内
山
光
弘
出
に
つ
く
。
内
山
民
一
ん
の
四
女
の
恥
干
の
っ
こ
)
さ
ん
に

れ
、
世
巾
州
立
大
器
帥
宜
を
革
主
桂
、
一
は
、
江
戸
時
代
か
円
の
蝿
料
を
蝿
め
、
一
技
法
在
向
転
U

て
い
る
が
、
多
く
の
人

中
国
研
究
車
の
佐
A
間
国
民
と
桔
輔
、
一
古
些
折
り
態
宣
削
R
Uた
人
で
グ
名
人
'
一
に
技
出
房
受
け
つ
い
で
も
ら
い
た
い
と

十
人
の
平
ど
も
を
育
て
た
。
す
っ
か
り
一
と
い
わ
れ
た
。
光
弘
乱
軍
ね
肝
り
は
、
一
い
う
思
い
か
ら
だ
。
周
り
の
す
す
め
で

子
育
五
時
っ
た
七
十
樫
し
ろ
か
巴
、
一
曲
努
和
繁
缶
相
、
切
り
込
み
を
人
石
の
個
躍
を
指
向
し
た
佐
久
間
苧
ん
だ

千
代
眠
人
形
。
ほ
じ
め
る
も
昔
、
作
っ
一
れ
折
り
ト
市
げ
て
、
人
車
を
つ
く
る
。
そ
一
が

「払
は
折
り
紙
惇
亙
で
は
「
与
己
い
ま

た
の
を
思
い
出
し
な
が
ち
作
っ
た
の
だ
の
阻
害
下
哩
官
の
人
形
1
折
一
せ
ん
。
雪
の
睡
眠
守
一
一
一
。
お
お

が
、
主
由
美
術
E
一
定
入

R
Uた
一
り
ぴ
念
、
高
砂
、
弁
睦
と
れ
も
、
至
唱
す
よ
。
十
人
の
ネ
ど
も
亨
向
て
、

ほ
ど
。
七
十
五
努
時
宮
、
折
り
紙
一
と
れ
が
折
り
眠
か
と
哩
¥
空
間
紫
、
一
習
で
は
そ
う
畦
じ
く
も
ご
ざ
い
ま
せ

嗣
一朝一剛一種一一-一揖

令主婦の趣味ゃと謙そん

佐久間八置さん.--;氏の博開曲で
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7

7
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7

L

7

7

L

7

1

L

j

円

程

こ

ん

な

も

の

だ

っ

た

0

2

あ
り
が
Z
も
た
ち
の
遊
び
暗
に
園
嘗
館
員
の
中
に
も
、
自
警
持
っ
て
研
修
と
と
い
う
己
と
干
ー
。
貯
毘
九

小

目

撃

さ

ん

(

七

三

河

文

章

り

日

本

の

児

童

図

書

館

貝

の

草

分

り

一

児

書

館

長

室

つ

小

田

な

っ

て

い

て

号

よ

か

っ

%

E

い

な

い

人

Z

Z

T

。

E
っ
た
の
で

J
h宮
室
っ
さ
と
一

…
で
あ
る
o
現
役
を
退
い
た
い
ま
も
、
月
に
一
一
一
周
は
ス
ト
ー
リ

ー

テ

リ

ン

グ

一

軒

組

問

U
I
H
q
九

時

現

十

日

刊

誌

川

比

一

時

れ

戦

、

制

R
d
rトレ
ベ
ル
号
、

留
一

一
〈
お
は
な
し
〉
写
る
。
一
一
回
は
大
人
の
勉
強
会
で
o

一

回

は

児

童

二

ν
片

山

た

花

時

間

刊

訂

i阻
に

入

っ

て

詩

話

詰

持

持

説

明

、

岩

持

一

一

子

ど

も

を

相

手

に

。

「

子

ど

も

と

接

し

て

な

い

と

子

ど

も

の

こ

と

が

わ

か

一

込

書

聖

書

室

望

、

属

議

皇

居

あ

っ

と

い

8
2孝一
5
2
2
S認
定
は
、
要
一
号
く
喜

一

一
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
o
だ
か
ら
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
月
に
面
は
一

u

代
露
関
種
目
と
し
て
の
ス
タ
ー
た
ち
、
問
題
曲
童

T
2
2えて
;
2
2
6でい
。

一

J

M

F

時

の
き
に
思
議
会

E、
兜
足
早
河
内
さ
ん
は

p
g堅
苦
ち
な
い
の
で
、
韓
合
的
な

一

一
子
ど
も
に
お
話
を
し
ま
す
o
お
話
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
本
の
き
出
し
を
一

-f阻
害

法

に

E
躍
が
い
て
主
義
く
な
っ
張
、
露
代

P

I

l-
-
i
1

l

一

一
手
伝
っ
た
り
、
子
ど
も
と
の
震
を
大
切
に
。
」

o
講

演

、

児

書

の

書

…

7
岨
こ
小
商
売
は

i
r
z
i
i号たあ
と
一

i

v

一

a

企

僻

問
削

ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
童
手
伝
っ
た
も
、
小
河
内
定
を
肪
相
、
史
麿
を
つ
一

九

効

用

Mr

一

…
評
と
、
連
日
多
佐
を
極
め
る
小
河
内
さ
ん
だ
が
、
つ
ね
に
M
子

ど

も

と

と

…

主

認

可

お

は

な

き

拍

は

な

差

し

た

づ

廿

て

い

る

号

示

。

一

、

。

y
d
の

?

一

一

も

に

あ

り

、

子

ど

も

か

ら

学

子

と

い

う

蓄

が

、

資

ぬ

か

れ

て

い

る

。

一

て

ち

駅

長

諮

問

問

日

興

需

品

切

時

一

4
fザ
軒

下

一

四
月
三
十
日
は
図
書
館
記
念
日
o
公

共

図

書

館

に

生

き

た

、

小

河

内

さ

一

価

L

慣

で

、

z
t
tピ
ス
空
白
書
在
宿
し
て
多
ラ
文
庫
高
一

E
F
W
T

害
ル

一

三

、

一

「

、

-巧

陣

ポ

一

一

ん

の

半

世

紀

を

た

ど

る

。

~

…

と

蓄

し

九

暴

露

室

長

竜

王

も

き

に

サ

l

ピ

弓

六

年

一

・

曹

、

副

際

ン

一

だ
コ
た
小
河
内
苧
ん
は
、
大
喪
興
聴
っ
f

主
宰
位
置
事
、
ほ
し
い
本
己
と
実
ま
じ
め
に
い
わ
れ
て
い
た
時
ん
で
い
た
く
ら
い
」
だ
そ
主
知
、
抽
龍
、
部
下
小
金
井
市
に
轄
転
の
た
め
、
一

r

4

L

『

国

ン

一

「
l

i

l

i

-

-

l

l

i

l

i

-

-

l

l

i

l

i

-

-

…

議

っ

さ

若

宮

聞
は
あ
っ
富
1
ド
で
倖
U
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
代
で
君
。
闇
京
市
の
署
員
彊
し
ま
正
当
事
号
本
突
し
文

Eを
や
め
る
〈

s
i一

6
5弘
、

一

た
小
向
内
宇
佐
、
日
本
女
子
大
詰
と
、
う
聞
こ
軒
わ
り
わ
珂
内
さ
ん
ま
邑
己
む
方
式
が
大
半
だ
三
河
原
構
図
書
事
謡
っ
て
い
争
吾
」
ろ
か
多
か
っ
た
て
な
い
の
か
当
時
の
実
情
だ
っ
た
。

3
定
ち
が
芸
つ
い
で
、
ポ
プ
ラ
文
一

』

A

E

割

、

、

一

幼

時

か

ら

本

好

き

草

観

な

し

男

女

共

学

U

}

-

一

一

文
科
に
入
っ
た
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
で
押
て
車
車
〈
入
る
時
は
8

欄
然
だ
っ
血
安
品
開
曹
曜
は
日
本
で
は
じ
め
て
の
が
、
全
国
闘
に
見
れ
ば
、
非
常
に
謡
聞
は
荷
重
し
て
い
る
)
。
一
。

¥

t

三
f

J

t
司

一

i
i
s毒
t
e
s
i
i
i
i〕し
弓

も

む

だ

っ

た

。

眼

目

日

革

審

t
i
;意
思

わ

ぬ

前

事

件

H

図

書

館

皇

室

り

一

小

-》

五

ザ

三

一

恵
包
に
あ
っ
た
文
部
肯
器
量
た
主
義
し
た
実
一
天
が
壊

まは
-干

支

、

主

要

。

ζ

当
雨
宿
は
じ
め
か
主
寄
与
一
部
エ
リ
ー
ト
の
も
の
、

ng見
事
!
ピ
ス

2
2
5
単

語

警

察

毒

一
AnrL(
、

1
f
tぃv
Jh

一

票

(

圏

在

歯

車

事

大

学

の

間

し

、

ま

で

珂

君

主

い

盟

い

き

て

司

1

1

1

-

H

M

I

l

l

i

-

-

H

H

U

H

-

小

河

内

さ

ん

は

よ

う

や

く

四

重

警

「

闇

雲

の

時

一

室

、

器

官

二

l

E

園
田
鹿
島
B

E

B

E

E

-

-

E

E

E

E

-

-

耕
輪
出
…
町
長
服
部
二

子
供
と
乃
接
点
大
切
に

話
器
即
時
討
山
門
由
長
軒
腕
盤
面
一

平
年
だ
か
ら
、
小
問
主
第
九
%
主
主
主
天
か
ら
富
田
摘
習
=

-

A

l

d

・

‘

ー

ー

J
4
4
4・
一

'
1
4
1
司

i

1

昭
大
告
が
輯
州
(
現
在
、
中
男
東
北
争
ん
で
す
よ
。
た
し
か
に
、
=
平
年
、
一
ソ
直
に
拍
宮
警
阻
の
警
に
つ
笠
間
的
な
も
の
で
、
学
厚
遇
襲
、一

塁
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
富
朗
閉
所
の
話
を
闇
い
た
が
、
語
、
零
自
の
一
一

ー

:

地
方
)
高
か
れ
、
書
留
闘
か
ら
公
共
図
書
聞
に
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
一
い
て
、
間
近
の
A
P
N
三
1
ス
が
ソ
ろ
う
あ
同
の
噴
き
長
に
近
く
な一

課
に
入
っ
た
控
訴

3
3地
方
都
市
長
会
図
書
聞
な
一

児

童

図

書

館

員

の

草

分

け

童

話

記

官

E
S宅
童
に
量
豊
一
一
週
護
学
ア
カ
デ
ミ
ー
特
喜
研
究
弓
重
要
提
き

Eに一

が
多
い
そ
5
品

、

ど

な

い

。

図

書

聞

民

が

Y
R
J
い

う

什

事

=

，

:

姉
夫
同
市
大
連
記
い
た
り
で
、
観
光
而
本
官
え
長
さ
ん
だ
の
は
大
崎
国
書
館
時
一
所
副
型
車
ユ
1
リ
l
・
ク
ラ
l
ギ
ン
は
書
物
、
型
圃
語
動
、
つ
ま
り
回
腸
ω
一

一
面
開
表
市
の
女
学
校
を
車
業
し
を
す
る
の
か
も
よ
く
知
色
一
な
か
っ
た
『
H
H
H
H
H
H
H
H
U
H
-
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
た
が
た
審
問
し
た
い
と
恩
之
、
当
時
代
く
ら
い
。
む
し
主
輯
U
で
か
ら
の
一
民
の
相
慣
を
間
管
で
い
る
J
」
と
し
事
物
と
の
陸
噂
匝
動
の
シ
ス
テ
ム
b
つ

一

が
、
子
ど
b
D
時
か
ら
本
一
が
好
き
だ
っ
安
吾
十
人
は
耳
障
に
現
在
間
層
聞
で
室
で
は
、
大
聖
な
器
開
の
時
代
で
あ
の
皇
、
江
本
を
由
亡
で
や
る
が
と
い
う
ど
と
制
限
し
〉
幼
児

rT6ど
は
寄
っ
え
て
い
一
館
か
ち
公
園
で
二
人
書
加
は
情
理
方
一
が
(
ポ
プ
ラ
文
周
〉
じ
っ
く
り
や
れ
一
は
園
開
陣
骨
者
年
、
一
つ
の
警
と
し
く
巴
れ
た
。
労
働
の
宇
一
男
た
め
の
一

一

.

鷹

議
池
沼
ま
ち
た
の
で
、
本
の
詰
は
い
い
な
あ
、
と
劃
い
て
い
る
人
草
E
E
し
て
箆
る
も
築
家
警
晶
表
、
「
大
学
こ
と
で
、
い
か
に
多
く
白
人
援
を
聞
な
か
っ
た
ま
廷
。
貧
富
富
は
で
、
小
関
さ
ん
は
休
眠

Z、
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サンワをじようずl

安売号ノ、来1TJ5胃

芳子さん (73)I 

、-

&，三和銀行

小河内

-本庖/大阪市東区伏見町4丁目

・東京本部/千代田区大手町1丁目
・庖舗網/圏内2却余海外23

国
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サンワ東京ビル(皇后前)
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ト

ト

た

。

社

名

を

「

ク

レ

デ

ィ

パ

ル

・
エ
と
み
る
人
が
、
学
者
の
中
に
も
い
る
助
け
技
術
向
上
の
指
導
を
し
て
輸
出
川

敷

vet-《
ク
ス
ポ
1
ト
・
イ
ン
ポ
l
ト
社
民
略
ほ
ど
で
す
。
で
す
か
ら
外
国
の
政
府
需
品
を
育
て
上
げ
た
の
で
す
。

出

プ

泌
総
蛸
吋
努
ノ
レ
シ
ム
サ
)
と
い
い
ま
芸
岡
や
事
業
家
も
、
総
合
商
社
主
恵
三
し
た
努
力
の
需
け
が
あ
っ

W

J
4脳
事

憾

燃

勝

社
に
は
、
わ
が
国
の
総
合
商
社
、
日
に
研
ち
た
だ
り
で
は
間
選
っ
た
解

Eそ
、
世
界
に
注
目
さ
れ
る

s
o
w

d
明
湖
沼
崎
仰
に
小
綿
実
業
が
資
本
金
の
一
九
者
出
資
釈
に
な
る
場
合
も
あ
皇
す
。

G
O
B
O
S
H
Aと
日
杢
産
業
叩

批

5
可
「
血
感
持
P

し
、
経
営
揖
導
ば
か
り
で
な
く
日
納
総
合
商
社
が
日
本
の
中
小
企
業
怨
の
強
い
国
際
翠
カ
が
育
っ
て
き
た
一

寄唱

E
-
R
A
H司

可

p
u
q
o司

実

業

の

全

世

界

に

わ

た

る

葉

県

品

の

輸

出

市

場

開

拓

九

芸

事

」

あ

げ

の

で

す

。

明

「
S
O
G
O
S
H
O
S
H
Aを
新
会
社
の
事
業
を
支
療
す
る
こ
と
に
た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
だ
か
ら
と
目
的
胴
実
業
は
、
そ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
問

、

見

習

え

」

と

、

総

合

商

社

研

究

熱

が

ウ

を

提

供

U
て
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
産
業
M

i告
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
o

タ
我

々

も

見

習

お

う

〆

録

時

男

主

と

し

て

い

義

一

ア
メ
リ
カ
議
会
で
は
「
輸
出
商
社

ヨ

オ

ノ

l
ノ

哀

E
4
A司

J

け
で
す
。
仰
の
総
合
商
社
も
、
現
地
一
一

ポ

法

」

の

審

議

が

進

ん

で

お

り

、

マ

レ

の

資

本

主

算

で

新

会

社

叡

立

と

い

~

…lシ
ア
や
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
接
察

世

界

中

で

総

合

商

社

研

究

う
さ
し
ろ
ま
で
は
い
か
な
だ
し
て
γ

川

情

ち

「

総

合

商

社

研

究

調

査

団

」

が

も

、

也

界

の

各

地

に

股

立

し

た

現

地

哨
や
っ
て
き
ま
し
た
。

E
C諸
国
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
て
ど
こ
か
の
園
の
政
府
が
恩
入
浴
人
(
支
后
を
現
地
の
法
除
に
か
な
日

三
総
合
商
社
研
究
チ
l
ム
が
相
つ
い
日
本

g
z、
早
名
り
し
て
れ
し
て
中
小
企
業
磐
田
量
管
て
う
空
会
性
格
上
げ
し
た
も
の
)

ゆ
で
来
日
し
て
い
ま
す
。
「
総
合
商
社
は
、
た
ん
に
商
品
を
右
出
す
る
会
社
を
股
立
主
と
し
て
を
通
じ
て
、
置
の
経
済
発
展
に
協

掛

鱒

園
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
数
年
前
か
ろ
左
へ
孝
'
仲
介
業
者
で
は
な
い
も
、
簡
悌
に
は
成
功
峯
せ
ん
。
力
し
て
い
る
の
で
す
、

明
か
ら
政
府
の
指
導
で
総
合
商
社
が
叡
か
。
皇
グ
ル
ー
プ
の
力
や
資
金
均
総
合
商
社
は
、
た
ん
ね
ん
に
海
外
(
日
本
貿
易
会
商
社
霊
会
翻
ベ
)
州

一
一
立
さ
れ
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
に
も
の
を
い
わ
せ
て
、
な
に
に
で
も
の
楠
嬰
動
向
を
調
査
し
、
ど
ん
な
商

m

w

そ
ん
革
で
、
ま
た
新
し
く
ベ
ネ
手
を
出
す
け
れ
ど
要
す
る
に
製
商
品
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
確
か

附
ズ
エ
ラ
で
総
合
商
朴
が
誕
生
し
ま
し
が
厚
大
化
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
め
た
う
え
で
、
中
小
伶
薬
の
経
営
を

(4) 〈木曜日〉昭和56年 4 月 30臼
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床
用
ワ

~
そ
ろ
そ
ろ
衣
笛
え
の
シ
ー
ス

~
ン
。
夏
の
衣
類
や
道
具
を
出
す
前

~
に
、
家
の
中
も
き
れ
い
に
み
が
い

一
(
て
、
護
で
涼
し
い
警
迎
え
よ

一
~
う
/
掃
除
の
か
く
れ
た
演
出
家

一
~
は
ガ
ラ
ス
や
床
房
み
が
く
ワ
ッ
ク

F

之
ス
。
愚
近
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

副
司

一
~
ど
で
、
す
べ
ら
な
い
ワ
ッ
ク
ス
、

一
~
水
に
漏
れ
て
も
平
気
な
ど
、
床
周

回目
F

一
~
ワ
ッ
ク
ス
の
宣
伝
文
伺
を
耳
に
す
"

1

・
一
~
る
が
、
実
際
そ
う
な
の
か
、
ま
た
、
r

t
、

宣
伝
通
り
で
あ
っ
て
も
、
取
り
級
一

4

い
方
が
簡
単
か
、
経
済
的
に
は
ど
戸

Z
咽

う
な
の
か
が
、
買
う
方
に
取
っ
て
r

d
』

は
気
に
な
る
と
と
ろ
。
そ
と
で
、

商
品
科
学
研
容
所

・
荻
箆
テ
キ
ス

ト
キ
ッ
チ
ン
・
コ
ア
が
行
っ
た
床

用
ワ
ッ
ク
ス
の
商
品
テ
ス
ト
を
紹

ペ

国釜E

アメリカの

伯父さん
(東宝東和)

{第三種郵便物甥可}

カ
メ
ラ
は
、
ジ
ャ
ニ

1
ヌ
、
ル
ネ
、

ジ
ャ
ン
と
い
う
三
人
を
行
き
あ
た

り
ば
っ
た
り
に
倖
υ出
し
、
Jジ

υず

つ
、
官
ず
つ
警
の
経
罪
極
策

し
て
い
く
一
方
、
三
人
の
行
動
や
心

の
動
き
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
、
臨
床

心
理
学
的
な
視
点
か
ら
分
析
レ
て
い

く。
行
動
心
理
学
の
抱
威
で
あ
る
生
物

学
者
の
ア
ン
リ
・
ラ
ボ
リ
教
得
時
町
、

サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
三
人
の
生
活
と
並

行
レ
て
、
入
閣
の
心
理
と
病
理
、
記

憶
と
行
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
独

第 636号

宵
を
受
げ
て
育
っ
た
が
、
間
蝉
な
父
侍
っ
て
ジ
ャ
ニ

1
ヌ
の
部
屋
に
引
越

釈
と
意
見
が
合
わ
ず
に
飛
び
だ
し
、
し
て
来
た
。

今
は
あ
る
紡
型
荘
の
中
毒
部
と
鍔
台
で
成
功
し
た
ジ
ャ
ニ

l
ヌ

し

て

の

地

位

に

い

る

。

は

、

c
Fの
世
界
か
ち
、
織
物
業
界
の

ジ
ャ
ン
は
、
回
禽
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
へ
と
才
能
を
発
輝

の
家
に
生
れ
育
ち
、
現
在
は
国
営
蔵
す
る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
日
、
什
事

怠
局
の
報
道
部
長
だ
が
、
将
采
は
政
に
出
か
け
よ
う
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

治
家
か
文
筆
家
と
し
て
名
を
成
し
た
前
ま
で
来
る
と
、
ジ
ャ
ン
の
遣
の
ア

い
と
思
っ
て
い
る
。
ル
レ
ッ
ト
が
う
ず
く
ま
る
よ
う
に
し

ジ
ャ
ニ
l
ヌ
と
ジ
ャ
ン
は
、
い
っ
て
、
ジ
ャ
ニ
l
ヌ
を
待
っ
て
い
た
。

し
か
震
υ合
う
仲
に
な
っ
て
い
た
。
「
私
の
病
気
は
盟
い
の
で
す
。
ジ

あ
る
日
、
ジ
ャ
ン
は
翠
と
二
人
の
子
ャ
ン
を
私
と
子
世
比
ち
の
所
に
返
し

葬
祭
に
務
U
て
ト
ラ
ン
ク
一
っ
て
く
だ
さ
い
。
永
久
と
は
言
い
ま
せ

三
人
の
行
動
と
心
理

回
年
カ
ン
ヌ
映
画
祭
審
査
員

特
別
賞
ほ
か
五
賞
を
受
賞

現
在
の
姿
に
満
足
し
て
い
な
い
」
と

ア
ラ
ン

・
レ
ネ
監
桝
ぼ
い
う
。

ジ
ャ
ニ
l
ヌ
は
、
パ
リ
の
労
働
者

の
娘
。
共
産
主
義
運
動
に
参
加
し
た

り
旅
回
り
の
劇
団
に
加
わ
っ
た
り
し

た
後
、
家
を
出
て
、
セ
l
ヌ
左
岸
の

小
刷
物
で
叩
怨
口
女
優
と
な
っ
た
。

ル
ネ
は
、
農
家
の
盛
男
で
、
倣
け

ん
な
カ
ト
リ
ッ
ク
偶
者
と
し
て
の
教

自
の
実
験
や
運
輸
を
展
開
し
て
い

く。
ま
た
、
ダ
ニ
エ
ル

・
ダ
リ
ュ
l
、

ジ
ャ
ン

・
ギ
ャ
パ
ン
、
ジ
ャ
ン

・
マ

レ
!
の
出
演
砥
幽
の
様
々
な
場
面
が

イ
ン
サ
ー
ト
さ
れ
、
三
人
の
セ
ル
フ

・
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
の
「
ア
メ
リ
カ
の
伯
父

さ
ん
」
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
、

一
回
以
あ
げ
た
伯
父
さ
ん
で
「
い
つ
も

待
っ
て
い
る
の
に
、
決
し
て
現
わ
れ

な
い
人
。
こ
れ
は
、
不
安
署
与
え

る
。
こ
の
抵
闘
の
替
務
人
物
た
ち
は
、

実
際
は
各
々
自
分
を
幸
福
に
で
き
る

全
て
を
待
っ
て
い
る
の
に
、
自
分
の

生
物
学
者
の
目
で
分
析

ん
。
私
は
死
が
近
い
の
で
す
」
と
訴

え
る
。
ジ
ャ
ニ
l
ヌ
は
ジ
ャ
ン
と
別

ジ
れ
る
決
心
を
し
、
織
物
業
界
の
グ
ル

ム

l
プ
薪
動
か
し
て
い
る
、
大
会
社
の

ヌ
復
民
と
の
約
束
の
場
所
に
車
を
走
り

一
一
せ
た
。
そ
乙
で
会
っ
た
の
は
ル
ネ
・

ヤ

ラ

グ

ノ

l
だ
。

u
b

ル
語
、
三
五
歳
で
部
下
一一

8

え

っ

λ
を
か
か
え
る
技
術
部
長
に
な
り
、

怒

会
社
宏
口
併
に
よ
り
、
地
方
だ
が
織

に
め

製
工
場
の
工
場
長
に
屍
進
(
?
)
左

び
つ
曹

は

避

(
?
)
さ
れ
た
。
ル
ネ
の
宰
ア
レ

の
度

l
ズ
は
小
学
校
の
教
師
の
職
を
去
っ

会

崎
町

再
の
と
弁
事
子
供
の
教
育
の
た
め
に
、
夫

ン
の
新
し
い
任
地
へ
つ
い
て
行
く
こ
と

ャ
を
断
わ
る
ば
か
り
か
、
三
人
目
の
子

泌紬t

穿}曾
υて
い
る
こ
と
を
初
め
て
口

に
す
る
。
さ
ち
に
、
会
社
は
仰
の
企

業
失
面
併
U
、
ル
永
の
食
通
を
口
実

に
彼
を
食
料
品
の
チ
ェ
ー
ン

・
ス
ト

ア
の
責
任
者
に
配
置
転
換
し
よ
う

と
、
会
社
の
待
自
民
は
考
え
て
い
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
ル
ネ
は
、
ふ
ん
ザ
ャ
ん

と
席
を
立
っ
た
。
そ
ん
な
ル
差
と

り
な
し
た
の
は
ジ
ャ
-
一

l
ヌ
だ
っ

た。
職
場
と
家
腔
あ
億
四
晴
、
そ
し
ず
九
持

病
の
宵
繍
咽
閣
が
ル
ネ
を
内
と
外
か
ら

い
っ
き
に
攻
め
立
て
た
。
ル
ネ
は
催

眠
毅
房
の
み
、
革
の
ベ
ル
ト
を
首
に

ま
き
つ
け
た
。
ラ
ボ
リ
教
授
は
「
攻

撃
が
外
に
向
け
ち
れ
な
い
と
、
よ
り

効
果
的
な
手
段
で
自
分
自
身
に
向
け

ら
れ
る
。
つ
ま
り
彼
は
自
ら
の
生
命

を
鎮
J

」
と
説
明
す
る
。

し
か
し
、
病
院
へ
運
ば
れ
た
ル
ネ

が
一
命
を
と
り
と
め
た
と
と
を
知
っ

た
ジ
ャ
ニ
l
ヌ
は
、
そ
の
日
判
、
ジ
ャ

ン
を
家
に
た
ず
ね
て
行
っ
た
が
、
彼

女
を
迎
え
た
ア
ル
レ
ッ
ト
は
病
気

ど
こ
ろ
か
、
ぴ
ん
ぴ
ん
し
て
健
康
そ

の
も
の
だ
っ
た
。
ア
ル
レ
ッ
ト
に

だ
ま
さ
れ
た
と
と
を
知
っ
た
ジ
ャ
ニ

l
ヌ
は
き
び
す
を
返
す
と
、
ジ
ャ
ン

を
撰
レ
に
妻
」
始
め
る
が
:
・
。

9 
6 

も
の
を
矧
え
れ
ば
安
心
で
し
ょ
う
。

こ
れ
だ
け
の
用
意
を

医
薬
臨
外
品

白い歯っび4、いな

ホヲイ~:i'コドホヲイE‘ーレ

ためのホワイ卜アンドホワイトは、「食べたら

みがむことこそ、歯を'-!fる最大の予防法上

考えます二

ホワイトアンドホワイトは白い歯を守る効果に

すぐれていまれ

. ~Ijれをキレイに落とす街路刷 Pン俊水素
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・~やかな .-1¥・衝窓でキレイ巳みが円る
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おいしL 、初i食のあ以え忘れずに食総il\;~、。

Eこのご家庭でふきちんと汚れを務として、
後片づけしますね。ヒ・ヵピカな'tiに戻った

食2品、とても気持いいものですLこんな気持
の良事、歯にbうえであげませんれ朝食後、
汚れが伐るのは、私たちの大:-t:JJな歯t~'-?て

l詰lじですユもし、欣っておけば、食後3分位
からi舌到Jを強めるムシ1おの綿I菌t二よって、

やがてトラフツレが発生してしま L 、ま七食~

は仔えられるけE、;(<1.たちの抱は管えられ

ません。側の憎みがきは、朝食後こそ大切j

tこして、歯の健康を'，1'りましょう。白い衝の

4宅供l!t

歯フ
はぞ『
み L

Z話
な習
i、つ
あ@
でヘ
す
カ:
朝
食
後
。

，.. ;t-，レ手4引ル色本j説}議，日Eヨl本t+e思

コ
ン
ニ
ャ
ク
と

マ
グ
口
の
み
そ
煮

材
料

(
四
人
分
)

紙
一
コ
ン
ニ
ャ
ク
:
一
枚
マ
グ
ロ
(
切

建
一
り
き
・

1
5
0匂
ワ
ケ
ギ
i
心
表

団
一
シ
ョ
ウ
ガ
・

5
出
レ
汁
・
セ

は一

プ
防
衛
・
カ
ッ
プ
凶
砂
纏
:
大
さ

繍
一
じ
3

み
り
ん
:
大
さ
じ
ぬ
し
よ
う

③

一
ゆ
:
大
さ
じ
1
%
豪
そ
:
犬
さ
じ

ト一

2
5
3
0

風一

①
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
両
面
に
揮
を
ふ
っ

鈷
一
て
警
も
み
洗
い
し
、
ぬ
め
り
を
宍

一
み
を
取
り
除
き
、
手
で

一
口
大
に
ち
安

一
り
切
り
に
す
る
。

一
②
か
ら
な
べ
に
書
入
れ
て
弱
目だ

一ーかけ、

一
S
二
分
妙
め
て
、
水
分
を
取

一
り
除
き
、
味
ま
患
や
す
く
す
る
。

一
③
マ
グ
ロ
は
コ
ン
ニ

ャ
ク
大
に
ぶ
つ

一
切
り
に
す
る
。

一

寄
J

ケ
志
小
口
か
ら
瀞
切
り
に
し

一
て
も
み
あ
ら
い
し
、
く
さ
み
を
取
る
。

一

⑤
シ
ョ
ウ
ガ
は
す
り
お
ろ
し
て
お

-

|

-

-

一

く
0

・
A
E
S
-
-
a

、，E・
ネ
ー
寸

ABmH'』

''a'書
草

、

一

T
E話
仕

て

-

簡

易

玄

悲

」

一

(
宰
ベ
に
出
し
汁
と
警
煮
た
て
、

-

・

4

1
1
1

'

1

A
.

一コ
ン
ニ
ャ
ク
と
マ
グ
ロ
を
加
え
、

ア
ク

車
場
は
五
月

2
g
q
い
ま
一
ん
だ
。
能
も
が
た
だ
の
病
死
と
雪
。
三
う
な
も
の
柔
自
認
し
て
い
る
わ
れ
わ
一
を
取
り
な
が
ら
煮
る
。

世
間
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
、
原
子
力
一
し
か
し
な
謀
、
窪
習
も
と
に
突
然
一
れ
も
、
人
間
と
し
て
渥
腐
υて
い
る
の
一
審
に
盤
、
み
り
ん
、
し
よ
う
ゆ

発
慢
の
恵
放
を
題
材
に
と
っ
た
「
臨
界
一
一
千
万
円
も
の
金
が
会
社
か
ら
屑
り
ら
一
で
は
な
い
か
;
:
」
と
い
っ
て
い
る
。
一
を
入
れ
て
鯛
脈
レ
、
示
。
そ
を
煮
汁
で

幻
浬
(
ふ
じ
た
き
ゃ

・
作
、
千
田
建
一
れ
る
。
「
お
か
し

pi--」
。
笠
智
一
公
演
は
5
月

目

5
日
ま
で
よ
み
一
警
か
く
と
き
の
ば
し
加
え
、
落
し
ぶ

也
演
出
)
を
上
演
す
る
。
教
宮
原
発
の
一
な
り
ふ
り
か
完
ぬ
追
求
で
、
息
長
一
う

2
Tル
(
有
楽
町
そ
ご
う
七
麿
。

一
た
を
し
て
中
等
ゆ
っ
く
り
煮
乙
み
、

事
故
は
、
乙
の
と
と
ろ
大
き
く
報
道
さ
一
て
い
た
事
実
が
つ
ぎ
つ
ぎ
仁
わ
か
り
は
一
は
、
日
・

6
時
日
分
。
首
2
時
、
一
シ
ョ
ウ
ガ
の
管
汁
を
塑
え
て
、
風
味

れ
、
生
命
の
危
偉
札
対
す
る
あ
ま
り
の
一
じ
め
る
・
:
:
。
一

6
時
日
分
。
口
同

2
時
。
郎
、
口
出

一
を
憶
え
る
。

ず
さ
ん
、
無
理
さ
が
明
色
か
に
さ
れ

一

ふ
じ
た
き
や
作
品
の
よ
盟
、
宵
一
は
託
寄
あ
り
、
入
場
料

A
H
R
B一
憲
つ
ま
っ
て
ど
ろ

2し
た
ら
、

て
い
る
が
、
乙
の
物
館
り
は
、
原
発
で
一
年
劇
場
に
と
っ
て
は
じ
め
て
、
千
田
建
一

0
円、

B
2
5
0
0円
、
学
生
2
0
一
ワ
ケ
ギ
を
ふ
っ
て
火
を
比
め
、
さ
め
る

働
く
ニ
土
ハ
歳
の
青
年
の
死
と
そ
の
真

一也
氏
と
の
コ
ン
ビ
も
始
め
て
で
あ
る
。
一

0
0円
、
中
・
高
校
生
1
5
n
v
O円
。
一
ま
で
お
い
て
味
を
し
み
込
ま
せ
る
。

相
を
追
求
す
る
母
麹
り
療
を
通
し
て
閥

一ふ
じ
た
民
は
、
「
原
発
が
一
回
事
故
を
一
間
合
せ
は
青
年
劇
吻
へ

(
0
3
・
3
b
一
※
煮
こ
み
が
た
り
な
い
と
仕
よ
り
が

題

点

を

さ

ぐ

る

。

面

せ

ば

ど

の

ま

J

な
パ
ニ
ッ
ク
を
ひ
き
一

2
6
9
9
2、
6
R
E
)

一
ペ
タ
ペ
タ
す
る
の
で
、
具
に
み
そ
が
か

原
発
に
勤
め
て
七
年
自
の
青
年
一
が
死
一
和
語
罪
}
汚
染
す
る
か
|
|
。
そ
の
ち
む
程
度
に
煮
つ
め
る
と
と
。

原
発
事
故
テ
ー
マ
に

ー
青
年
劇
場
の
五
月
公
演
|

⑧ 
暮らしをみつめる

ヲf湾シ

ーr


